
 

 

  ２月下旬を迎え、いよいよ令和６年度もあとわずかとなりました。今年度、子どもたちが登校するのは、

残り２０日足らずです。振り返ってみると、今年度も自然体験教室や西谷納涼盆踊り大会など、地域や保

護者の方々と共に活動し、様々な場面で子どもたちの笑顔を見ることができました。これも保護者・地域

の皆様の御理解と御協力のお陰です。本当にありがとうございます。 

さて、いつも元気で楽しく学校生活を送っている西谷っ子ですが、令和７年度も児童数が減少する見

込みで、全校児童は１８名になります。多くの児童がいた方が児童同士の関わり合いも増え、より活気も

生まれてくるという考え方もありますが、小規模校には小規模校ならではの『強み』もたくさんあります。

例えば、「少ない人数だからこそ体験数が増え、一人一人の見届けも手厚くなる」「全校や学年で動こう

としたときに、臨機応変に計画を進めることができる」「複式学級等での互いの学び合い、教え合いが上

手になる」「地域や保護者の皆様ともつながりやすく、様々な連携が取りやすくなる」などです。こういっ

た『強み』をうまく活用し、バランスを考えながら指導・支援を進め、これからの社会にたくましく生きる西

谷っ子を育てられる、魅力のある学校づくりに努めてまいります。よい形で来年度につなげられるよう、

引き続き御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

２月６日（木）に３～６年生で西谷小伝統の竹炭作りをしました。い

も畑に穴を掘り、これまで朝ボランティアの時間に準備をしてきた

竹の入ったペール缶を埋めました。火を付けた後は、火加減を調

整しながら数時間、薪を燃やしていきました。翌朝、気になってい

た出来具合を確かめたところ、すばらしい仕上がりでした。参観日

や地域行事等で皆様にお届けしたいと思います。 

＜児童の感想＞ 

○ すごくけむりのにおいがして寒かったけれど、がんばってうちわであおいだら白いけむりがと

うめいな色に変わりました。今年も自分としては上手くできたのでうれしかったです。来年は５

年生になるので、下の学年をひっぱりながら楽しく竹炭作りをしたいです。           （４年） 

○ 朝ボラの時からじゅんびをがんばりました。当日は、風が冷たくて寒かったです。でも、と中か

ら上手くいきました。次の日の朝、ペール缶を開けると全部上手くできていてうれしかったです。

来年はもっと人数が少なくなるけどがんばりたいです。                    （４年） 

○ 竹炭作りがありました。これまで朝ボラで木を割ったり、竹を切ったりと準備を進めてきまし

た。最初にかまどを作って、火を付け、寒い中で火の番をしました。目や鼻が痛かったけれど、次

の日、ペール缶を開けてみるとうまくできていました。竹炭にはにおいを抑える効果があったり、

間伐材を使うことで自然を守ったりといいことばかりです。竹炭作りはエコにつながるんだなと

思いました。                                       （５年） 

○ 今年の竹炭作りは、雪。「無理かなぁ」と思っていたけれど、予定通り行いました。説明が終わ

り、レンガなどを組み立てて、いよいよマッチで火起こし。１回目、２回目は失敗。３回目は付い

たと思ったら消え･･･。４回目は付いてないと思ったら、付いていました。班の全員で、全力でう

ちわであおいで火力をアップしました。次の日の朝、ペール缶を開けると、昨年よりもいい出来

だったのでよかったです。                                    （６年） 
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２月１９日（水）に「なわとびフェスティバル」を行いました。１月から

業間や昼休みの時間を利用し、体力づくりを目的として、個人種目と

長縄跳びの練習に取り組んできました。学年内の個人戦とチーム（キ

ラリン班）での対抗戦において、その成果を発揮しました。この活動で

終わらず、学校でも縄跳びの練習継続の声を掛けております。運動

の日常化を図るため、御家庭でも体力づくりに取り組んでいただける

よう御協力をよろしくお願いします。 

  

 

２月２１日（金）に、バスと電車に乗って、道後方面に行ってきました。

少し肌寒さはありましたが、天気もよく遠足日和になりました。のんびり足

湯につかったり、商店街でショッピングをしたりして、楽しく活動すること

ができました。今年度最後の遠足で、また一つ楽しい思い出が増えまし

た。子どもたちの感想を御紹介します。 

 ＜児童の感想＞ 

○ どうごおんせんの足ゆに入ったら、とてもあったかかったです。かいたいものをいっぱいかっ

て、うれしかったです。おなじキラリンはんのみんなもいろんなものをかっていました。どうご

こうえんでおにごっこをして、たのしかったです。また、いきたいです。                                                                           （１年） 

○ 空のさんぽ道にある足ゆに入りました。さいしょはあつかったけど、とちゅうから、ちょうど

よくなりました。道後しょう店がいのだがしやで、おもちとあめを買いました。家に帰っておも

ちを食べたら、中にいちごジャムが入っていました。おいしかったです。あめは、弟のおみやげに

しました。また、休みの日に家ぞくと行きたいです。                          （２年） 

○ 道後へ遠足に行きました。梅本駅から松山市駅まで電車で移動しました。電車に乗るのは久し

ぶりだったので、きかいがうごくのを見たり、車しょうさんのしごとを見たりして、楽しかった

です。道後商店街に行ってからは、まず足湯に入りました。めちゃくちゃ気持ちよかったです。そ

の後、商店街でまが玉のネックレスと手裏剣を買いました。楽しい思い出ができました。 

                                              （３年） 

○ 今回の遠足でいいな、よかったなと思うことが２つあります。１つ目は、電車の中で祈月さん

が、つえをついている方に席をゆずっていたことです。２つ目は、みんなで協力できたことです。

みんなで少しずつ相談しながら、楽しく買い物ができました。小学校生活の遠足はあと３回なの

で、１回１回を大切に楽しく参加したいです。                      （４年） 

○ 今回のお別れ遠足では、いろんな学年の人と話をすることができたように思います。特に、駅

のホームや友達の買い物を待つときにでも、近くにいた友達とたくさん話すことができました。

とても充実したお別れ遠足になったと思います。今回の遠足ではお金を使いました。ぼくはまだ

まだお金の使い方が下手なんだな･･･と実感しました。これからはお金の使い方を鍛えていきたい

です。いろんな学びがあったお別れ遠足になりました。                      （６年） 

○ 最後の遠足は、キラリン班のみんなで行動をして、買い物をしたりたくさんの思い出が作れた

りした遠足でした。ハイカラ通りでは、行く場所を中心になって決めることができたし、みんな

楽しそうにいろいろなものを買っている姿が見られました。公園では鬼ごっこをみんなでできて

うれしかったです。今回の遠足は、ルールを守り、みんなとの絆をより深めることができたので、

最高の思い出になりました。                                  （６年） 

 
３月３日（月） 地震対応避難訓練 

                            ５日（水） 第５回ＰＴＡ役員会 
                    ７日（金） ６年生を送る会   
                          １１日（火） 第６回学校運営協議会 
                 １２日（水） 緑の少年隊退隊式、クラブ見学  
                       ２４日（月） 卒業証書授与式 小中引継会 

   ２５日（火） 修了式      
                       

３月行事予定 


